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山梨県酒造組合

　山梨県酒造組合（北原兵庫会長）は、3月13日
に新酒鑑評会、19日には「新酒蔵開き」と題した試
飲会を開いた。
　鑑評会は組合事務所で行われ、県内10社が仕

込んだ本醸造酒や純米酒など計59点が出品さ
れ、銘柄を伏せた状態で、東京国税局の鑑定官や
県工業技術センター研究員らにより香りや色、味わ
いが審査された。また、審査された新酒により19日
午後4時から県庁防災新館で一般消費者を対象
に「新酒蔵開き」と題した試飲会が行われた。
　今回は初めての試みとして、試飲会の前に「山
梨・日本酒塾」と題して2つの蔵（谷櫻酒造㈲、㈱萬
屋醸造店）の杜氏が日本酒の奥深さをそれぞれ熱
く語る時間も設けられた他、本醸造・純米酒・吟醸
酒の飲み比べ講座も併せて行われ、定員を超える
大盛況となった。試飲会では、蔵元9社がこの季節
にしか味わえないフルーティーな香りの美味しい新
酒30点や各蔵元が醸造に使用する仕込み水を準
備した。大阪や名古屋など他県からの参加者も多
く、350名の参加者が山梨の春の美酒に酔った。

　4月25日
には、3年ぶ
りに全国きき
酒選手権大
会への山梨
県代表選考
会が開かれ
た。制限時間7分以内に7種類の日本酒の味や香
りから同一の銘柄を当てるマッチング方式を2回競
い、上位2名が10月に東京で開かれる全国大会に
県代表として出場する。
　北原会長は、「各蔵元が試行錯誤しながら丹精
込めた逸品を味わってもらいたい。今後も山梨県
産の清酒のシェアを高めて行くためにも、積極的に
イベント等を開催し日本酒の良さを味わってもらい
たい」と語った。

山梨県山砕石事業協同組合

山梨県食品工業団地協同組合

　山梨県食品工業団地協同組合青年部（金井芳
郎部長）は、2月25～26日に中央会の青年部人材
育成支援事業を活用して視察研修を実施した。
　25日には、商工中金大阪支店小俣営業部長

（前同甲府支店長）が大阪管内の景気情勢につい
て講演を行った。大阪の経済は、観光娯楽産業で
あるユニバーサル・スタジオ・ジャパンが牽引してい

る面があり、ハ
リー・ポッターな
ど新たなアトラ
クションを次々
に投入し、日本
人だけでなく、
東 南アジアか
らの観 光 客を
集客している。

また、日本一の高さを誇るビルあべのハルカスなど
の商業施設も集客と販売で大阪経済に貢献して
おり、外国人による免税店の売上が景気を支えて
いる。一方、メーカーの生産は好調ではなく、特に
中小企業の景況は厳しく、経済全体としてはそれ
ほど良くないという。
　26日には、サントリー山崎蒸留所の見学を行っ
た。「日本人の繊細な味覚にあった、日本のウイス
キーをつくりたい」という創業者鳥井信次郎の熱い
想いから1923年に日本初のモルトウイスキー蒸留
所の建設が行われ、木樽発酵槽とステンレス発酵
槽を使い分け、酵母の厳選、長期熟成などこだわり
をもって製造している。また、蒸留所内には、ポット
スチル等が整然と並べられ、貯蔵庫内の樽は形
状、材質、大きさ等が厳正に管理され、徹底した品
質管理が行われていた。品質管理への安心感と

信頼感が「山崎ブランド」としての価値の源泉であ
ると感じた。
　今回の研修では、創業者の想いを貫くことの大
切さ、ブランド力の構築と向上にむけ努力すること
の大切さ、消費者の安心感・信頼感の根底にある
徹底した品質管理・衛生管理への真摯な取り組み
などを学ぶことができた。各社の経営を再度見直
し、自社製品の魅力を高め、消費者に発信していく
必要性を感じた研修であった。

　山梨県山砕
石事業協同組
合（千野進理
事長）は、4月9
日と17日の2
日間の日程で、
組合員の労働
災害防止のた
めの「安全衛

生推進者」養成講習会を開催した。
　この講習会は、組合員事業所の安全衛生推進者

（採石業の場合労働者10人以上50人未満の事業
所に配置が義務づけられる）の法定資格取得のた
めに行ったもので、当日は各組合員の事業所から採
石業務管理者を中心に30余名が参加した。
　労働安全衛生法では、政令で定める業種や規模

ごとに総括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管
理者・安全衛生推進者などの安全衛生管理を行う
責任者を事業場ごとに選任しなければならない。
　今回講習会を行った安全衛生推進者は、所要年
数安全管理の実務経験を有した者が山梨労働局
の登録機関である一般社団法人山梨県労働基準
協会連合会から派遣された講師（衛生面：山梨厚
生病院副所長　望月明彦氏、安全面：（一社）日本
砕石協会関東地方本部 技術師 三橋春夫氏）によ
る養成講習を修了することで得られる資格で、労働
者の危険・健康障害を防止するための措置や安
全・衛生教育、労働災害防止のための原因調査及
び再発防止に関する職務を行うこととされている。
万が一労災事故が発生し民事上の訴えを起こされ
た場合、安全衛生推進者を選任していない事業者
は、安全配慮義務を怠ったと判断されることもある。

　千野理事長は、「本県の採石業界では、組合で
行う講習会やパトロールが一定の成果をあげ重篤
な災害は発生していないが、全国レベルでは労働災
害は増加し憂慮すべき事態となっている。貴重な人
材を守ることが、各社の事業を守ることにもつなが
る。これからも現場実務に携わる掘削作業主任者
に対する教育をはじめとして、組合員事業所の安全
確保に積極的に取り組んで行く。」と語っている。
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説明を熱心に聞く参加者

工場見学の様子

新酒を楽しむ参加者

大好評の「山梨・日本酒塾」

組合員各社より採石業務管理者などが参加

（一社）山梨県労働基準協会連合会より
講師が派遣された


